
結
核
複
十
字
シ
l
ル

募
金
運
動
は
じ
ま
る

九
月

J

十

二
月

笹
川
婦
人
会
に
知
事
表
髭

こ
の
運
動
の
自
的
は
、

結
拡
を
撲
滅
し

去
る
十
月
二
十
五
日
に
聞
か
れ
た
、
富

住
み
よ
い
明
匂
い
社
会
を
築
く
乙
と
に
あ

山
県
結
按
予
防
大
会
で
結
核
予
防
事
業
推

り
、
集
ま
っ
た
募
金
は
結
核
対
策
の
資
金
・

準
優
良
間
体
と
し
て
笹
川
婦
人
会
に
知
事

や
結
桜
対
策
の
救
済
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す

の

感

謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
民
生
課

｜出自140'.j:IO月10日
月 HJ Or.if] 10日発行）

(7）一

出~
田

市

立

泊

高

等

学

校

百
に
ま
で
及
び
、
羽
恋
か
ま
に
烈
む
を

l
a
－－

－
J

1

4
1
！

・4

．L
く
吊
れ
た
什以内
f
生
の
資
は
、
近
川め
のい
け

；
、
；

と
守
約
作
・
た
ち
ゃ
、
パ
巾
通
学
の
中
学
中
の
附
が
れ

兄
学
《
の
的
で
あ
っ
た
と
、
い
う
に
う
な
こ
と
も

見
え
ふ
さ
い
た
が
、
こ
れ
ユ
ト
さ
さ
か
粉
飾
か
ιvo

N
で
あ
く
%
際
は
す
で
に
祢
椴
附
体
制
下
で
あ

η

洋
服
や
オ
カ
ッ
パ
五
一が’
J
ノか

っ
た
の
が

μ

uu
、
す

実

ら

し
い忌

L
も

ち

そ

の

徒

、
問
利
ト
ペ
午
、
以
後
例
に
よ

レ
て
、

り
泊
町
J
．
高
存
度
学
校
と
改
紘
し
、
そ
の

p
e十
ま

ま
戦
後
に
入
り
、
昭
如
－
一
十
三
一
年
四
月

しハ
一ニ
制
の
実
施
に
よ
り
、
同
校
生
伝
及
び

午
頃
に

近
在
の
旧
中
学
生
が
尚
写
学
校
併
品
中
学

り
氏
、

校
に
転
人
川
ム
e

し
た
が
、
乙
の
と
き
は
じ
め

－
て
現
段
合
に
収
符
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
可

附
の
現
段
介
ば
、
泊
14
市
川
同
等
小
学
校
と

し
℃
山
崎
北
使
川
さ
れ
て
い
た
ら
の
で
、
川
町

V
J

．
m－
仙
沼
学
校
と
し
て
発
足
す
る
に
際
し

そ
n
u
d
e叶
に
伴
な
う
、
校
舎
の
誕
問
問
題

に
つ
い
て
の
町
当
局
の
努
力
ゃ
、
関
係
者

の
協
力
は
多
大
な
も
の
で
あ
り
、
同
年
九

月
、
県
に
お
け
る
刊
段
核
埋
統
合
nu
腹
、

心
必
校
兜
校
ま
で
噂
き
れ
、
鉄
筋
校
合
引

供
を
条
件
と
し
た
、
地
域
立
会

一
体
の
印

統
陳
情
運
動
等
が
な
さ
れ
た
乙
と
は
、
す

で
に
二
十
年
近
く
の
品
月
を
経
た
今
日
な

お
記
憶
に
新
た
な
る
も
の
が
あ
ろ
う
。

ひさあ（震落語長易会~） 第 1 22号〈！〉

に
小け
い・川

μ庁
y
u
－
－
伎
と
し
て
－
へ孔足
じ
に
叩
一

向

ρ初
代
校
．一
文
に
徳
山
ぶ
品
t
f
A

氏
を
よ
え

そ
の
後
市
山
川
正
作
氏
、
Mm氷
点
夫
氏
、
什
汀
川

ww八王
、
内
外
伝
・
／
功
疋
う
．
7子
壬
し、

t
i
l
l：
ー

l

h
i
i
1
3
；
（

一川畑
地
川
悦
夫
氏
nu
代
に
至
っ
て
い
る
J

現
配
校
長
以
下
犠
け
、
八L
n制
一二
十
・’、

宮
川
川
一円．
、
刈
常
勤
品
川
・
川
、
、
ド
郎
山
肌
け

じ
、
そ
の
地
今
－J
h
h
l
・・・門
川
に
沖
－WH
ご

払
川’
A
V

－－

ルドは
執
は
れ
通
れ
円
・’
、九
、
仙
川
文
ド
い
い

六
、
以
政
利

亡
ハ
ヘ、
、
－M
附
制
・
州

L
、

総
小川

一
一
二一一
%
を
帰
し
て
い
る
。

一小
業
主
も
す
で
に
ト
六
川
を
数
え
、
現

に
学
者
、
医
師
、
去
能
人
な
ど
者
名
な
人

物
を
輩
出
し
、
特
に
富
山
県
教
育
界
の
新

鋭
と
し
て
活
濯
し
て
い
る
人
物
D
今－
い
の

が
目
立
っ
て
い
る
。

な
お
、
昨
年
来
、
商
業
科
特
別
教
家
三

附
建
校
合
の
新
製
［
事
に
着
手
、
本
作
六

月
完
成
し
た
が
、
こ
の
あ
と
学
校
図
“お州
出

家
政
科
教
笹
に
つ
い
て
も
商
業
制
教
宅
と

同
慌
の
中
川
副
が
五
カ
年
計
画
と
し
て
、
前

～、
と
進
め
・り
れ
て
い
る
3

現
任
、
生
日
比
の
通
学
範
凶
も
極
め
て
広

く
、
民
域
内
は
も
ち
ろ
入
、
入
湾
、
黒
部

的…即、

滑
川
、
次
橋、

富
山
に
ま
で
及
ん

で
い
る
c

ぃ山．米
、
光
は
東
U
Mよ
り
と
い
わ
れ
る
よ

う
に
、

本
町
は
県
下
で
も
東
万
文
似
発
悼

の
地
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
本
校
も
県

下
東
部
地
区
周
指
の
文
教
の
殿
堂
た
る
を

諮
っ
て
い
る
。

み
な
ぎ
ま
の
と
理
解
と
と
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

（民
生
課）



九
月
十
八
日
早
朝
お
そ
っ

た
台
風
二
十
四
号
は、

副
産

物
の
豪
雨
と
と
も
に
、
町
の

東
部
で
大
暴
れ
し
て、

大
き

な
爪
あ
と
を
残
し
た
。

特
に
大
半
部
落
の
被
害
は

大
き
く
、
刈
り
取
り
し
な
い

水
聞
が
、
稲
と
と
も
に
流
失

埋
没
し
た
。
そ
の
面
制
実
に

十
町
歩
に
も
達
し
、
被
害
の

見
込
は
、
農
作
物
を
併
せ
て

約
三
千
万
円
と
推
定
さ
れ
る

部
蕗
の
古
老
の
話
に
よ
れ

ば
、
部
落
有
史
以
来
の
大
山

水
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
ほ
か、

笹
川
部

落、

境
部
落
や
山
際
の
部
落

の
各
所
に
損
害
を
あ
た
え
て

い
る
c
被
災
の
万
々
に
は
心
か
の

同
情
申
し
あ
げ
る
し
だ
い
で

す
。役
場
の
担
当
課
で
ま
と
め

た
被
害
見
込
は
つ
ぎ
の
と
お

り
で
す
G

（九
月
二
十
五
日

現
在
批
A）

台
風
の
被
災
者
に
対
す
る

.i. ~ 4~－ 

台風間号町の東部で暴れる

..;>6~ 
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岡
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炉

一

一

行

副

曜

創

出

手
伝
精
一
阿
川

ご

r
Z
J／
j
u
b
p
・6
4
晴

！？
と

酎
一
：
ポ
ポ
ペ
．
号
、

ハ何日
誠
一
－
霊
祭
接
待
縛
泣
ゆ
い
之

件一

回
－

E
b
r
＆
：
山
之
口
側
43割
引
い
れ
肉

料
d
g
f
f一

十れれ
伊
智
引
ら
は
蜘
九
日

dtrekM
－J・む時一

J

J

J

H

R

よ
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"'"''"b 

町
税
な
ど
の
減
税
に
つ
い
て

こ
の
た
び
の
台
風
の
被
害
者
各
位
に
対

し
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
被
害
に
よ
り
大
き
な
岨
損
害
を
受

け
た
と
き
は
、
次
に
よ
り
減
税
な
ど
の
方

法
が
あ
り
ま
す
の
で
、
被
害
者
は
泌
か
に

申
し
出
く
．
た
さ
い
。

一、

国
税
関
係

的
国
税
通
則
法

災
害
の
や
ん
だ
白
か
ら
二
カ
月
以
内

に
納
税
の
猶
予
の
申
請
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、

一
年
以
内
の
期
間
に
お
い
て
、

主
部
ま
た
は

一
部
の
納
税
の
猶
予
を
う

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

制
災
害
減
税
法

災
害
に
よ
り
、
財
産
に
相
当
の
被
害

を
う
け
た
と
き
、
災
害
の
や
ん
だ
日
か

ら
二
カ
月
以
内
に
災
害
減
免
の
申
請
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
被
害
に
応
じ

減
免
、
も
し
く
ば
免
除
を
う
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

け

所

得

税

法

災
害
に
よ
り
、
雑
損
搾
除
や
所
得
金

額
の
滅
少
に
よ
り
計
算
し
た
申
告
納
税

見
駅
額
が
、
通
知
を
う
け
た
予
定
納
税

制
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
一
月
十
五

日
ま
で
に
、
予
定
納
税
制
の
減
免
承
泌

の
叩
詰
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
一
、
町
税
関
係

・決
引
い
な
ど
に
よ
る
納
削
限
小
延
長
ま
た

は
減
免
に
つ
い
て

的

納

税

の

Mm子

回以
引
い
に
よ
り
、
納
期
限
ま
で
に
納
付

ま
た
は
納
入
で
き
な
い
と
き
は
、
災
川
町

の
や
ん
記
日
か
・り
．
一
カ
月
以
内
ま
で
に

川
町
税
の
減
免

民
’出
に
ふ
れ
、
一
川
和
か
酷
似
し
、

4・

活
が
困
難
と
な
り
、
減
免
を
う
け
よ
う

と
す
る
も
の
は
、
納
期
限
前
七
日
ま
で

に
、
左
記
事
項
を
記
載
し
た
申
請
窃
に

減
免
を
う
け
よ
う
と
す
る
理
由
を
証
明

す
る
菌
類
を
添
付
し
て
、
町
長
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ω納
期
限
、
税
目
及
び
税
額

ω誠
免
を
う
け
よ
う
と
す
る
理
由

ω納
税
の
猶
予
を
う
け
よ
う
と
す

る
理
由

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
税
務
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
〈
税
務
課
）

米
の
登
録
店

変
更
に
つ
い
て

米
の
配
給
を
受
け
て
お
ら
れ
る
一
般
消

費
者
か
ら
、
披
近
、
登
録
店
の
変
更
申
込

が
期
加
の
傾
向
に
あ
る
の
で
、
そ
の
手
続

き
．刀
法
を
問
削
に
巾
し
あ
げ
ま
す
。

記
、．

一
般
消
費
新
で
、
稀
々
の
郎
合
に
よ
り

現
住
登
録
の
小
売
販
売
店
を
、
他
へ
変
更

鷲
μ
体
す
る
場
合
は
、
れ
ら
（
ま
た
は
枇
併

主
）
米
の
附
入
泊
艇
と
印
箆
を
持
参
の
う

え
、
役
場
窓
け
で
登
録
の
変
史
υ
仰
を
行
な

う
こ
と
が
必
安
で
す
‘

制

L
、
－
mA什に
よ
り
、
本
人
か
刷
出
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
人
け
は
、
他
人
に
代
則

蚕
任
す
る
こ
と
か
マ
き
ま
す
が
、
こ
の
場

合
引
代
盟
人
は
、
委
任
し
た
入
山
委
任
状

蹴
入
通
帳
、
円
九
M
N
M
変
，由
民
引
相
似
円
を
い
刊
む
し
て

く
だ
さ
い
c

な
お
資
料
の
設
史
は
、
現
笈
川
川
町
を

一

カ
月
経
過
す
れ
ば
、
也
～
丘
更
で
き
ま
す
。

（総
芯
説
）

ひさ

ネ1f.

（総
務
課
）

写

一真

あ

家
主
苔
川

（大
平
）
の
堤
防

が
欠
纏
し
、
家
屋
が
流
失
寸
前
に

へ上
）

（塁弾事長易会号）第122号

な
っ
た笹

川
の
増
水
に
よ
り
、
橋
台

基
礎
部
分
か
ら
涜
蝿
さ
れ
陥
没
し

た
緬
蔵
橋

へ下
）

，－~瓦~－I
協 す長で i
力 。さは l
く ん被 i
fご を災 ．
さ 通者
い じの
.; て義
お揖
願 金
い を
し 、

て町
い内



近
視
は
毎
年
ふ
え
つ
つ
あ
っ

て
、
将
来
は
、

正
常
な
日
の
人

よ
り
、
近
視
の
人
が
移
く
な
る

の
で
は
な
い
か
と
、
心
配
さ
れ

て
い
ま
す
n

近
視
は
、

一
（
い
ぶ
か
ら
二
り
ヰ
ま
で
に

な
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
身
体
（
眼
球
）

の
発
育
と
、
特
に
関
係
深
い
も
の
で
す
。

勉
強
し
て
い
る
と
き
ゃ
、

テ
レ
ビ
を
見
る

時
の
目
は
、
近
く
に
ピ
ン
ト
（
焦
点
）
を

合
わ
せ
て
い
ま
す
か
ら
、
近
祖
と
同
じ
状

態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
長
時
間
に
及
ん
で
、
目
が
泊
応
し

た
ま
ま
発
育
す
る
と
、
ほ
ん
と
う
の
近
禍

に
な
る
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
、
発
育
期
の

近
出
に
対
す
る
予
防
法
を
お
矧
ら
せ
し
ま

す
。

‘，

一
一
、
私
た
ち
の
眼
は
、
電
灯
の
ワ
ヌ
ト
数

4
d一
で

一ぷ
・っ
と
、
坪
当
り
最
低
二
ハい
、ワ
ッ
ト

一

の
あ
か
る
き
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す

「
つ
ま
り
、
暫
過
の
電
球
で
は
い
ハ
畳
間

六
O
ワ
ッ
ト
ハ
蛍
光
灯
で
は
一一
．0
×
二

〉
、
八
回
官
l
十
昼
間
一

O
Oワ
ヴ
ト
（

蛍
光
灯
で
は
一ニ
C
×
一
二
）
と
い
う
わ
げ

で
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
い
お
ゆ
る
茶

の
間
の
あ
か
る
さ
で
す
か
ら
、
裁
縫
．
た

の
、
読
書
．た
の
、
と
な
る
と
、
ち
ょ
っ

と
ぜ
い
た
く
の
よ
う
で
す
が
、
ど
う
し

て
も
手
も
と
を
照
ら
す
も
う

一
つ
の
灯

た
と
え
ば
、
電
気
ス
F
ン
ド
が
必
要
で

す
。
そ
れ
に
光
の
方
向
も
問
題
で
す
ω

裁
能
は
上
か
ら
水
平
に
お
ち
て
く
る
先

線
、
読
書
で
は
左
上
方
十
五
度
の
光
線

ilH不114 0 ｛ド10Jj10日
月 刊（毎月10日発行〉ひさ（貯留組長£）第122号
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近
視
の
予
防

(3) 

が

一
書
適
均
で
す
。

一
二
テ
V
ピ
と
眼
の
川
町
制
は
、

五
日
が
最
適
で
す
。

1
．βι
川
は
画
聞
に
む
か
つ
て
右
笥
り

1
．h

度
口

L
高
さ
は
眼
の
高
ざ
か
、
や
や
低
闘
に
口

正
直
面
と
周
囲
の
あ
か
る
さ
に
ひ
ど
く
斧

を
つ
け
な
い
こ
と
。

ι画
面
に
は
緑
色
の
ア
イ
W
タ
ー
を
つ
け

官
ι
1レ
ょ
A
ノ
。

し
た
が
っ
て
電
灯
を
消
し
て
－
F

レ
ピ
を

見
る
な
ど
段
低
で
す
。

な
お
、
い
く
ら
疲
れ
な
い
テ
レ
ビ
引
見

－
S

H

、

j
 

富
山
｜
糸
魚
川
間

電

化

さ

る

国
鉄
で
は
、
卜
月
↑
日
か
ら
富
山
（

銅
田
操
車
場
）
か
ら
糸
魚
川
ま
で
の
八

1
i
J
O
、
八
玄
怖
が
電
信
さ
れ
ま

一

一

し
た
の
二
万
ポ
N
ト
の
電
圧

一
で
電
気
機
関
車
が
占
る
の
で

’
り
一

す
っ
途
中
に
魚
津
、
何
崎
、

vd
一
背
耐
に
愛
電
所
が
あ
り
ま
す

に

一

臨
化
に
よ
っ
て
、

列
頃

T

．，

－

一
。ヒ
l
ド
ア

ッ
プ
が
で
き
て
、

F
O
一
以
前
よ
り
、
関
市
、
旅
得
取

量
－

一
で
十
一
．
一
本
の
列
h
r
が
増
指
さ

即
、
一

れ
ま
し
た
。
魚
行
の
よ
う
に

－

c
－
デ
ィ
ー
ゼ
ル
も
あ
り
ま
す
が

陪
回
一

そ
の
他
は
全
部
が
電
封
機
関

甘
本
一

車
で
、
煤
煙
の
な
い
快
適
な

・1

一
旅
行
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

－

－

ま
し
た
。

r
l
L
普
通
列
車
の
泊
、
米
原
聞
が

一
往
復
増
加
し
て
、
的
始
発
、
終
着
が

一－一
本
に
な
っ
た
の
で
、
通
勤
者
に
と
っ

て
も
便
利
に
な

っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

ん
と
い
づ
て
も
、
佼
あ
そ
く
ま
で
か
じ

り
つ
い
℃
い
る
の
は
市
で
す
。

園
、
勉
強
を
岡
町
一
く
す
る
場
合
に
は
、

二
附

聞
に
つ
い
て
卜
分
以
仁
連
く
の
人
や
樹

木
、
ま
た
は
、
山
内
空
の
墜
を
見
つ
め
さ

は
る
と
よ
い
u

つ日
を
ぼ
ん
や
り
さ
せ

て
は
効
果
が
な
い
，
〕

刷
、
偏
食
を
さ
け
．
自
然

（
ス
ポ
ー
ツ
）

に
親
し
支
せ
る
ゆ

冗
、
さ
ら
に
、
年
度
、
幌
力
の
検
査
を

受
け
、
制
力
の
低
F
に
性
患
し
ま
し
ょ

《
J
O

制
け
町
保
健
婦

畠
山
文
子

特
急
白
鳥
（
肖
森
ゆ
き
）
は
、
以
前
は

航
れ
障
で
上
野
ゆ
さ
と
分
ぃ
唱
し
て
き
ま

し
た
が
、
今
度
は
、
白
鳥
は
全
部
青
森

ゆ
き
で
、
上
野
ゆ
き
特
急
は
「
白
附
」

と
し
て
、
別
に
運
行
し
て
い
ま
す
。
急

行
一
し
ら
ゆ
き
」
は
秋
田
ま
で
だ
っ
た

の
が
、
青
森
ま
で
延
長
さ
れ
た
の
で
、

花
海
道
行
き
が
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

急
行
「
黒
部
」
が
泊
に
停
車
す
る
と

と
に
な
り
ま
し
た
。
筒
井
、
上
野
聞
の

急
行
「
組
前
」
は
、
泊
に
作
一
郎
し
ま
せ

ん
が
、
入
自
に
停
点
い
た
し
ま
す
。

十
月
十
五
日
、
農
家
は
秋
の
取
入
れ
が
鰹
立
さ
れ
、
太
子
の
像
が
安
置
三
れ

も

一
段
落
し
て
、
収
機
感
謝
の
秋
祭
と
る
こ
と
に
な
り
、
泊
の
第
一
区
、
第
二

太
子
祭
に
、
は
げ
し
か
っ
た
労
働
か
ら
区
、
第
三
区
が
そ
れ
ぞ
れ
山
車
を
ひ
い

解
放
さ
れ
た
喜
び
に
ひ
た
る
。
い
わ
ば
て
、
太
子
俊
一前
に
く
り
ζ

み
、
盛
大
に

朝
日
町
の
町
ぐ
る
み
の
祭
の
日
な
の
だ
奉
納
余
興
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
、
商
工

太
子
と
は
、
用
問
天
皇
の
第

一
皇
子
会
な
ど
も
協
力
し
て
、
町
ぐ
る
み
の
祭

と
し
て
五
七
三
年
に
お
生
ま
れ
に
な
っ
と
な
っ
た
。

た
聖
徳
太
子
の
乙
と
で
あ
る
。
聖
徳
太
そ
れ
が
、
朝
日
町
の
誕
生
と
と
も
に
、

子
と
い
え
ば
、
十
七
カ
条
憲
法
で
、
日
朝
日
町
の
各
地
区
か
ら
、
奉
納
余
興
が

本
史
を
ひ
も
と
く
人
等
に
な
じ
み
深
い
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
、
ま
す
ま
す

ま
た
太
子
の
ど
出
生
し
ば
ら
く
以
前
に
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
る
よ
う
に
な
り
、
今

日
本
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
仏
教
に
深
く
日
の
朝
日
町
の
一
大
祭
と
な
っ
た
の
で

帰
依
さ
れ
て
、
わ
が
閣
に
広
く
仏
法
を
あ
る
。
中
で
も
第
三
区
の
如
き
は
、
数

お
ひ
ろ
め
に
な
っ
た
乙
と
で
も
有
名
で
年
前
‘
六
十
万
円
余
金
費
を
も
っ
て
山

あ

る

。

市

平

を

造

っ

て

、
太
子
娯
に

一
つ
の
異
彩

そ
の
仏
法
に
帰
依
せ
ら
れ
て
、
回
天
を
放
つ
よ
う
に
放
っ
た
。

王
寺
、
法
隆
寺
等
十
有
余
の
寺
院
を
建
今
年
も
ま
た
、
近
く
そ
の
太
子
祭
を

立
さ
れ
た
、
わ
が
国
寺
院
建
築
に
大
き
迎
互
ょ
う
と
し
て
い
る
。
観
光
朝
日
町

な
功
績
を
接
さ
れ
た
方
で
あ
る
ζ

と

も

の

一
行
楽
と
し
て
、
将
来
に
そ
の
発
展

あ
ま
り
に
も
有
名
で

一

を
期
待
す
る
に
あ
た

あ

る

。

明

U
E
E川
引
山
川
山
山
山
引

U
引

り
、
職
工
組
合
や
商

建
築
技
術
の
祖
と

－
、

P
円

客

、

工
会
の
理
事
者
が
、

し
て
の
太
子
の
御
徳

4
J

ニ．

8
信
州

そ
の
太
子
祭
を
ま
も

を
じ
た
っ
て
、
大
工
山
川
川
川
山
山
山
山
山
山
山
山
山
山
川
り
つ
づ
け
、
そ
し
て
、

を
初
め
石
工
等
各
技

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
い
よ
い
よ
発
展
せ
し

術
職
人
が
、
太
子
を
ま
つ
る
風
習
が
早
め
、
名
実
と
も
に
、
町
民
の
な
く
て
は
な

く

か

ら

始

め

ら

れ

た

。

ら

ぬ

、

年

中

行

事

と
し
て
い
く
た
め
に

朝
日
町
に
も
各
職
種
の
職
工
組
合
が
格
別
の
考
慮
を
は
ら
わ
れ
る
乙
と
を
希

あ
っ
た
の
を
、
昭
和
四
年
に
統
合
し
て
望
す
る
。
と
い
う
の
は
、
ま
わ
り
灯
ろ

泊
町
職
工
組
合
が
結
成
さ
れ
、
そ
の
初
う
の
給
の
よ
う
に
う
つ
り
か
わ
り
ゆ
く

代
組
合
長
と
な
ら
れ
た
の
が
、
現
本
村
現
代
に
、
場
当
り
的
山
車
を
曳
き
ま
わ

町
長
の
ふ
ー
は
亡
き
と
親
父
本
村
浅
次
郎
る
だ
け
で
は
、
一
般
町
民
か
ら
見
放
さ

氏
で
あ
っ
た
。
当
時
、
荒
川
出
身
の
彫
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
気
に
す
る

刻
家
開
発
芳
光
氏
に
太
子
像
の
製
作
を
も
の
で
あ
る
。
職
工
組
合
は
職
工
組
合

依
頼
し
、
そ
の
像
を
今
の
図
書
館
の
こ
ら
し
く
、
現
代
朝
日
町
の
技
術
人
の
粋

階
の

一
室
に
安
置
も
、
十
月
十
五
日
、
太
を
あ
つ
め
た
、
文
化
財
的
山
患
の
製
作

子
奉
賛
会
を
修
し
、
今
日
の
拍
公
民
館
（
も
一
慌
で
あ
ろ
う
。

一
年
に
一
度
み
る

太
子
堂
、
職
工
組
合
の
建
築
物
）
の
建
あ
の
太
子
祭
の
山
車
よ
と
、
町
民
に
魅

っ
て
い
る
場
所
に
、
仮
設
舞
台
を
つ
く
力
を
持
た
せ
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で

っ
て
、
職
工
組
合
の
組
合
員
に
よ
る
車
め
っ
て
ほ
し
い
。
一
般
町
民
の
自
が
こ

納
余
興
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
え
て
き
て
い
る
今
日
の
時
点
に
立
っ
た

春
秋
め
ぐ
り
め
ぐ
っ
て
、
昭
和
二
十
太
子
祭
の
企
闘
が
な
さ
な
わ
れ
ば
k

末

三
年
、
現
在
の
太
子
堂
（
拍
公
民
館
）
細
る
心
配
な
し
と
は
云
え
ぬ
で
あ
ろ
う

向
ソ

ι
n
H
u
n叫
U
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期
日
十
一
月
三
日
〔
氷
）
晴
天
中
止

会
場
明
日
町
小
丸
山
グ

ソ
ウ
ン
ド

集
合
午
前
九
時

一
、
採
点
種
目

ω小
学
校
六
の

δ
米
継
走

問
、
五
、
六
年
間
女
各
一
名

問
中
学
校
九
O
ハ，＼米
継
走

て
二
、
一
二
年
男
女
各
一
名

ω宇
宙
ヲ
ン
デ
プ
l
継
走
（
男
）

年
令
自
由

人
員
十
六
名
（
八
組
）

凶
ポ
ー
リ
ン
グ
継
走
（
女
）

満
一
一
卜
六
才
以
上

人
員
十
五
名

問
背
年
八
『
νυ
糸
継
走

満．

一1
・
ム
才
以
下

人

民

明

三
名
、
女
二
名

倒
プ
l
u

h
イ
継
走
（
男
）

満
，
一
ト
』
ハ
才
J
四
十
五
才

人
員
十
五
名

初
年
令
別
九

O
O米
継
走
（
関
心
外
〕

人
員
明
五
名
、
女
四
名

側
紅
白
球
人
れ

満
四
十
六
十
以
上

人
員
明
十
二
名
、
女
十
二
名

二
、
採
点
外
掛
白

川
綱
同
地
し
ポ
l
N

ひさあ（塁強鎚易会品）第122号

第 10回

朝日町民体

育大 種目ゐh
21; 

満
四
十
一
才
以
上

人
昌
明
二
名
、

u－－缶

間
タ
山
川
乙
ろ
が
し
継
走

（明
女）

満
二
十
六
才
以
上

人
員
制
限
な
し

ω宝
さ
が
し
（
開
女
）

カ
ハ
十
五
才
以
上

人
員
十
名

ωで
ん
力
継
走
（
町
内
会
長
全
負
）

で一
、
地
区
対
抗
二
、
つ
り
O
米
継
走
（
開
〉

中
学
生
、
高
校
生
、
背
年
、
満
一
一
十
六

才
以
上
各
一
名

四
、
団
体
演
技
種
目

ω保
育
所
遊
戯

ω町
民
ヲ
ジ
オ
体
操
（
第
一
体
操
）

ω小
学
校
マ
ス
ゲ
ー
ム

ω婦
人
会
民
謡
お
ど
り

五
、
そ
の
他

的
各
種
目
の
組
分
け
は
各
地
区
代
表
者

に
よ
っ
て
抽
せ
ん
す
る
。

同
採
点
は
一
位
五
点

t五
位
一
点
と
す

る。

内
総
合
成
績
は
得
点
の
段
高
よ
り
順
と

す
る
。
同
点
の
場
合
は
高
位
の
多
少

に
よ
る
の

な
お
同
点
の
樋
合
は
抽
せ

ん
す
・る
。

何
授
賞
は
、
総
合
優
勝
旗
、
次
勝
杯
、

参
勝
楯
を
控
与
す
る
。

同
採
点
積
日
出
場
は
一
人
一
種
目
と
す

る
。

（
但
し
地
区
対
抗
一
寸
ハ
ハ
）C

米
継
走
除
く
）

？
お
猿
さ
ん
の
大
移
動
？

今
年
は
、
山
の
木
は
大
豊
作
と
か
。

そ
の
あ
お
り
か
、
黒
部
，
タ
ム
佳
設
の
影
縛
か
、
花
又
か
ら

出
掛
振
山
登
山
道
に
艇
が
出
没
、
登
山
者
の
話
題
に
な
っ
て

い
る
0

・

十
匹
程
度
の
集
団
で
あ
ろ
う
か
、
見
彊
り
役
が
登
山
道

で
突
然
ガ
サ

ッ
と
音
を
立
て
、
赤
い
繭
に
ギ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ

し
た
自
を
パ
チ
ク
リ
さ
せ
、
木
を
煉
っ
て
ギ
ャ
1
Jギ
ャ
1

騒
い
で
い
る
の
は
、
お
も
し
ろ
お
か
し
い
今

花
又
｜
恵
振
山
聞
は
朝
日
岳
登
山
鼠
大
の
難
所
で
あ
り

費
り
坂
一
方
で
、
ブ
ナ
の
原
生
林
が
は
え
茂
り
、
展
望
は

き
か
な
い
が
、
猿
と
た
わ
む
れ
、
媒
見
と
し
ゃ
れ
込
み
、

知
ら
す
知
ら
ず
に
頂
と
に
着
い
た
：
・
と
一五
う
話
を
早
く
聞

き
た
い
も
の
。

登
山
者
及
び
狩
猟
者
諸
問
に
お
願
い
し
た
い
リ

「般
を
そ
っ
と
し
と
い
て
。一

観

光

係

連

膏

だ

よ

り

マ
野
口
君
（
山
崎
校
下
）

全
国
青
年
大
会
へ

富
山
県
青
年
祭
が
八
月
二
十
九
日
西

砺
波
郡
井
波
町
で
開
か
れ
、
朝
日
町
か

ら
は
、
卓
球
、
柔
道
、
陸
上
競
技
の
三

種
目
に
出
場
し
ま
し
た
。

卓
球
は
入
善
町
と
組
ん
で
出
場
し
、

砺
波
市
チ
l
ム
に
敗
戦
、
陸
上
で
は
三

段
飛
に
出
場
し
た
大
家
庄
校
下
の
広
沢

敬
君
は
一
一
回
目
の
跳
躍
で
大
会
新
を
出

し
な
が
ら
惜
し
く
も
二
位
に
お
お
り
ま

し
た
。
し
か
し
柔
道
は
入
善
と
組
み
山

崎
校
下
の
野
口
界
君
（
中
量
級
）
が
出

場
し
、
優
勝
戦
で
砺
波
市
と
対
戦
、
引

き
わ
け
に
な
り
、
抽
せ
ん
の
結
果
勝
ち

第

二

次

清
掃
夫
の
募
集

一
、
年
令
二
十
五
才
か
ら
五
十
才
ま
で

の
身
体
強
健
忽
人

二

、

待

遇

男

日

給

穴
8
1匂（百円

女

日

給

E
8
1穴（百円

一二
、
募
集
人
員

開

女
共
若
干
名

四
、
締
切
り
日
十
月
二
十
三
日
ま
で

※
詳
細
に
つ
い
て
は
役
場
民
生
課
へ
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。
（
民
生
課
）

（｜出

向

防

）

本
誌
九
月
号
（
第
一
一
二
号
）
四
頁
の

「
体
協
だ
よ
り
」
に
次
の
間
違
い
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
訂
正
い
た
し
、
お
詫
び
い

た
し
ま
す
。
記

あ町
る民
を水
間・泳
保・大
地・会
区・の
の優
優勝
勝は
に大－
u 家・

庄・
地・
区・
と

。，ι
q
u
n
U

ソ
フ
ト
ボ
1

十
一
月
に
東
京
の
武
道
館
で
お
こ
な
わ

れ
る
全
国
青
年
大
会
に
出
場
す
る
と
と

に
な
り
ま
し
た
。

マ
朝
日
町
膏
年
祭

朝
日
町
連
合
青
年
団
で
は
、
次
の
と

お
り
青
年
祭
を
開
催
し
ま
す
。
町
民
各

位
の
ご
参
観
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

↓A
U
 

マ
文
化
の
部

期
日
十
一
月
六
日
（
土
）
七
日
〈
月
）

場
所
泊
公
民
館

作
品
写
真
展
、
生
花
、
活
動
発
表

情
宜
コ
ン
ク
ー
ル

マ
体
育
の
部

期
日
十
一
月
七
日
（
日
）

場
所
泊
中
学
校

種
目
排
球
、
電
球
、

ν
 

~ 0月保健
衛生事業

マ
結
核
住
民
検
診

日
日
日
時
J
日
時
泊
保
健
所

マ
小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン
投
与

加
日
は
時
l
日
時
泊
小
学
校

小
川
中
学
校

対
象
者
l
昭
和
三
十
九
年
七
月
二
十

六
日
か
ら
昭
和
四
十
年
六
月
二
十
日

ま
で
の
聞
に
生
ま
れ
た
人

マ
成
人
病
検
診

泣
白
川
時
1
日
時

マ
妊
掛
検
診

羽
目
日
時
J
同
時

蛭
谷
公

R
餌

泊
保
健
所
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農事教室

ひ
マ
水
稲
の
．
長
期
増
収
北
酬
を
な
て
よ
う

鼠
近
の
食
制
弔
問
か
ら
、
水
稲
の
長
期
期
以
－J
憾

の
樹

ιが
安
望
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
そ
の
方
策
に
つ
い

て
日
体
的
な
施
策
を
お

L
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
も

の
で
あ
る
J

本
県
で
は
、
年
本
一一一
%
の
場
収
が
常
ま
し
い
の
で

は
な
い
か
と
十
円
以
わ
れ
て
い
る
の
で
、
引
いい
町
に
お

い
て
も
、
乙
の
線
以
上
の
増
収
北
側
を
、
例
ム
へ
の
長

家
が
む
胤
し
て
い
た
．
た
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

F
．
場
で

計
聞
し
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
此
酬
を

uw－て

る
に
つ
い
て
、

基
本
的
な
地
力
の
地
強
批
進
に
「
い

て
、
昨
作
か
ら
八
れ
凶
的
な
述
動
が
行
な
わ
れ
て
い
る

わ
け
で
あ
る
の
で
、
こ
の
以
に
つ
い
て
必
べ
て
、
川
川

家
為
的
帆
mv
陥
h
H
f
T
お
願
い
し
た
い
の
で
あ
り
ま
す
J

稲
作
の
健
全
化
、
安
定
化
に
よ
る
明
以
と
、
比
例

米
の
生
産
基
慌
と
し
て
、
水
川
土
峻
の
ル
1
4相
訟
は

必
街
製
作
で
あ
る
、

回以
近
、

農
米
収
人
の
他
雌
来
へ

ρ
広
わ
川
皮
が

ωく

な
り
、
従

ソ
て
、
農
薬
労
働
力
加
減
少
と
な
二
」
、

こ
の
た
め
、
仙
川
h
付
期
強
に
必
棋
な
依
既
川
一の
い
相
応
前田

町
か
川
附
燦
川
附
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
ο
ルドし
げ

つ
の
撒

k

叩
ゃ
、
は
な
は
だ
し
い
例
と
し
て
は、

ソ
ヲ

を
燃
や

し
て
い
る
似
で
、
ト
判
機
質
資
源
が
川
阻
に
な
る
内
で

あ
る
じ
こ

ωた
め
、
作
句
地
力
の
収
仰
の
た
め
、
地

力
は
低
下
し
、
山
以
内
、
そ
の
他
の
没
刀
の
多
花
を

誘
起
し
て
、

産
米
の
目
的
低
下
が
、
沿
年
と
み
に
出

し
い
傾
向
と
な

っ
て
別
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

乙
で
、
近
年
の
稲
作
実
態
の
動
向
か
ら
考
え
て
、
水

稲
の
障
害
防
止
と
積
極
的
増
産
、
な
ら
び
に
産
米
の

良
質
化
を
達
成
す
る
目
的
を
も
っ
て
、
水
田
土
議
の

総
合
的
生
産
力
を
持
続
的
に
補
強
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
わ
妙
で
あ
る
。

さあ（駒語；4~，＆日） 第122号(5) 

剛
力
増
強
対
震
は
、
謀
本
的
に
は
、
容
士
、
細
川
聞

の
佑
削
化
、
か
ん
が
い
排
水
施
泣
の
扱
姉
、
区
制
照

斑
何回
、
土
地
基
僻
怖の
燃
側
宵
を
必
．安
と
す
る
が
、
さ

ら
に
、
作
物
の
府
十
．
で
あ
る
緋
土
を
出
量
す
る
こ
と

も
、
ま
た
必
要
で
あ
る
。
緋
l
の
消
長
と
は
、
こ
れ

に
通
選
の
山
民
間

ω防
相
応
・・ヘ
パ
釘
せ
し
め
る
こ
と
勺
に

よ
り
、
そ
の
開
化
学
的
性
－

mを
M

制
作
に
泊
す
る
よ
う

に
条
件
を
具
備
せ
し
め
る
と
と
込
に
、
作
物
に
必
虫

な
地
主
分
を
吋
説
的
に
補
給
す
る
こ
と
で
あ
る
。
さ

ら
に
日
体
的
に
は
益
分
把
持
h
M
を
附
与
す
る
と
と
も

に
、
施
用
無
機
三
要
素
肥
料
、
政
酸
、

vn士
附
与
の
特

株
成
分
、
微
量
盛
素
を
合
む
肥
料
の
施
周
幼
出
紅
会
川
一

刻
し
仰
る
緋
十
一
を
培
益
す
る
こ
乙
で
あ
る
。

特
に
砂
質
浅
耕
ト
地
併
で
は
、
十
議
腐
制
の
あ
陥

が
欠
乏
し
や
す
く
、
稲
に
対
す
る品
交
分
以
桁
が
不
定

記
と
な

っ
て
、
作
中市
門
の
健
全
性
を
勺
へ
き
や
す
〈
、
ひ

い
て
は
収
鼠
を
不
安
定
と
寸
る
の
で
あ
る
心

ボ
同
の
腐
柑
努
過
世
4
紬
咽
加
す
る
方
策
と
し
て
、
本

山
町
に
お
い
て
は
、
ω
制
ヅ
ヲ
を
本
来
倫
相
肥
と
し
て
、
股

家
れ
ほ
一で
作
り
、

・同
情
施
す
る
の
が
地
力
増
強
事
の

一

高峨い
いま
し
い
わ
け
で
あ
る。

稲
ヅ
ヲ
大
慰
問
聞
で
は
、
石
川
臥
を
例
則
し
な
い
と

良
聞
の
土
忠
明
舶
の
生
成
促
進
と
は
な
ら
な
い
の
で

あ
る
ο
本
県
で
は
、
資
材
雌
保
の
W
け
い
制
で
、
効
出品
の
問
山

で
き
る
附
リ
ソ
と
、
世
慣
行
．
仇
の
併
則
に
よ
り
地
力

の
噌
強
す
る
の
が

一
得
早
道
か
と
も
巧
え
ら
れ
る
の

で
、
あ
え
て
農
家
に
一
考
を
促
す
の
で
あ
る
じ
要
す

る
に
、
地－
M
の
増
進
十
刀
粛
に
つ
い
て
、
今
一
度
反
省

し
亡
い
た
だ
き
、
水
稲
の
長
期
増
収
汗
川
副
述
成
に
努

め
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ
る
G

V
A
ュ
リ
ッ
プ
の
柏
村
に
つ
い
て

…川
山
県
花
の
や
ュ
リ
γ
プ
の
組
付
の
時
期
と
な
り

ま
し
た
ο
花
を
な
が
め
ら
れ
る
一
は
、
鉢
舶
、
路
地

肉福 函面白面信越輔副園E畠園田
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小 日
ミ梅 く 写真 ＝ 全纏した朝自小・ ＞ 脳小
ナ酒 <QI . 本陣
葉、りの 「同l十と町見本；秋も郷梅 たき flIポたなのが
ハでさ 」 梅ど込月め内当」 1'iあj：の 。な／J、Jレヵ：花下吹
産あと 花のみ 二 ま会）（刷るを 本 ヤ課属、、ができ
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梅 け株いで、まを円 1£ と突 っ大のンいんれ

械
と
も
十
月
中
に
梢
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
肥
料
は
あ

ま
り
必
．
裂
に
考
え
な
い
汀
が
、
病
気
に
か
か
ら
な
く

て
以
い
出
が
咲
く
い
で
す
、
．

叫
柿
似
を
川
判
的
で
叫収
納
さ
れ
て
い
る
農
家
へ

一一三
申

し
あ
げ
ま
す
。
納
付
の
適
期
は
、
土
躍
の
環
境
条
件

で
異
な
り
ま
す
。
以
前
は
十
月
に
入
れ
ば
、
小
球
か

ら

一
け
も
い
午
く
制
付
し
た
引
が
良
い
と
一五
わ
れ
て
い

た
の
で
寸
が
、
十
L

出
世
風
化
や
肥
料
の
施
さ
れ
た
も
の

が
、
山
必
併
に

l
に
岐
収
き
れ
な
い
状
態
で
は
こ
ま
り

ま
す
心
十
段
水
分
も
関
係
が
深
い
の
で
す
＝
品
種
聞

の
t
k
Rも
あ
り
ま
す
。
下
新
川
腎
内
で
、
催
秀
な
成

絹
を
上
げ
て
い
る
万
は
、
十

一
月
中
旬
ま
で
柏
付
し

て
い
る
わ
け
で
す
。
施
肥
後
降
雨
が
一
同
あ
っ
て
、

．
一J
一－
一日
附
．K
が
続
い
た
あ
と
で
組
付
し
て
く
だ
さ

い
。
本
年
か
ら
ポ
マ
ド
山
川
下
剤
の
粉
剤
を
塗
諒
し
て

刷
込
ま
れ
た
い
M
が、

間
以
降
を
凝
ね
た
万
策
と
し
て
試

験
し
て
み
ま
し
ょ
う。

朝
日
農
業
改
・
民
皆
及
所

時

＋

R
＝
＋
一

会

場

小

川

中

学

校

校

庭

第
十
一
回

朝
日
町
畜
産
共
進
会

6』，、t、.，.、，......，炉、.，，..、d、d、．、~－、戸内、，

内陶，~~色、Jo~〆も’、’ ‘~『d司、4・』戸、／、，

日

日

王
俳

朝
日
町
畜
産
振
興
会

…
禁
猟
区
の
お
知
ら
せ

…

品
数
保
雄
政
府
猟
ニ
閲
ス
ル
法
作
第
九
条
の
規
定

じ
よ
り
、
昭
和
四
十
年
九
月

一
日
か
ら
悶
和
四
十
三

年
八
月
三
十

一
日
ま
で
択
の
と
お
り
休
猟
区
が
設
定

さ
れ
ま
し
た
。

マ
大
原
台
休
猟
区

マ
萩
生
休
猟
区

マ
飯
野
休

猟
区
マ
片
地
休
猟
区
マ
秩
ケ
崎
休
猟
区
マ

大
川
寺

休

猟

区

マ
鍬
ケ
崎
休
猟
区
マ
山
田
川

休
猟
区
マ
括
原
猟
休
区
マ
津
沢
休
猟
区
マ

向

田

休

猟

区

（

観

光

係

〉
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